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期
付
職
員
・
臨
時
職
員
を
募
集

任

を
除
く
）に
、
申
込
書
な
ど
を
持

参
か
郵
送（
必
着
）で
人
事
課（
〒

－

８
５
０
１
住
所
記
載
不
要
）へ

４４６※
申
込
書
・
実
施

要
項
な
ど
は
、

同
課
・
市
公
式

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

で
配
布
。

■
臨
時
職
員（
緊
急
雇
用
対
策
）

●
業
務
／
雇
用
予
定
人
数
／
賃
金

下
表
の
と
お
り

●
勤
務
日
時

月
１
日
掌
～
来

１２

年
３
月

日
捷
の
捷
～
晶
午
前
８

３１

時

分
～
午
後
５
時

３０
※
資
源
ご
み
回
収
、
場
内
整
理
業

務
の
み
抄
も
あ
り
。

●
対
象

月
１
日
以
前
か
ら
市

１１

内
に
居
住
し
、
今
後
も
継
続
的
に

就
職
活
動
を
し
、
日
本
語
で
の
日

常
会
話
が
で
き
、
次
の
①
②
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
人

①
平
成

年

月
１
日
以
降
に
解

１９

１０

雇
や
継
続
雇
用
中
止
で
離
職
し
、

安
定
し
た
就
労
の
機
会
が
な
い

②
平
成

年
３
月
末
以
降
に
、
高

２０

等
学
校
、
各
種
専
修
・
専
門
学

校
、
短
大
、
大
学
、
大
学
院
な

ど
を
卒
業
し
、

月
１
日
現
在

１１

就
職
し
て
い
な
い

■
来
年
４
月
採
用
任
期
付
職
員

●
職
種
／
採
用
予
定
人
数
／
対
象

生
年
月
日

左
表
の
と
お
り

●
対
象

事
務
職
、
事
務
職
Ａ
・

Ｂ
止
パ
ソ
コ
ン
の
基
本
操
作（
文

書
作
成
・
表
計
算
）が
で
き
る
人

保
育
士
・
教
諭
職
止
保
育
士
資
格・

幼
稚
園
教
諭
免
許
を
持
ち
、
実
務

経
験
が
あ
る
人

●
試
験
日

月
１
日
掌（
面
接
・

１２

作
文
）

●
申
し
込
み

事
前
に
実
施
要
項

を
確
認
し
、

月
６
日
昌
～

日

１１

１５

晶
午
前
９
時
～
午
後
５
時（
松
掌

●
必
要
書
類

申
込
書
ま
た
は
履

歴
書
、
住
民
票
と
、
①
は
離
職
票

や
解
雇
通
知
な
ど
離
職
を
証
明
す

る
書
類
、
②
は
卒
業
証
明
書

※
申
込
書
は
同
課
・
市
公
式
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
で
配
布
。

●
試
験
日

月

日
捷（
面
接
）

１１

１８

●
そ
の
他

失
業
手
当
受
給
者
な

ど
は
賃
金
の
受
け
取
り
に
よ
り
、

受
給
額
に
影
響
が
出
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
詳
し
く
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

●
申
し
込
み

月
７
日
昭
～

１１

１３

日
昌
午
前
９
時
～
午
後
５
時
に
、

必
要
書
類
を
本
人
が
直
接
人
事
課

へ

■問
▼
人
事
課

（
緯〈

〉２
２
０
３
）

７１

対象生年月日採用予定人数職種

昭和３８年４月２日～
昭和５８年４月１日６人程度事務職

昭和３１年４月２日～
昭和５８年４月１日１５人程度保育士・教諭職

昭和３１年４月２日～
昭和６３年４月１日若干名

事務職Ａ（１日６時間・
週５日勤務）
事務職Ｂ（１日７時間
４５分・週４日勤務）

賃金
（時給）

雇用予
定人数業務

１２４０円６人資源ごみ回収、
場内整理など

１０００円７人明治緑道パトロ
ール清掃など

１０００円２人道路補修・舗装、
側溝清掃など

１０００円１人漏水調査、水道
施設の補修など

医
療
機
関
で
、
新
薬
よ
り
も
安

価
な
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク（
後
発
）医
薬

品
を
希
望
す
る
意
思
を
伝
え
る
カ

ー
ド
を
配
布
し
て
い
ま
す
。

●
種
類

シ
ー
ル
糸
保
険
証
に
直

接
貼
る

ケ
ー
ス
入
り
糸
保
険
証・

受
給
者
証
な
ど
と
一
緒
に
ケ
ー
ス

に
入
れ
る

●
対
象

国
民
健
康
保
険
加
入
者

■問
▼
国
保
年
金
課

（
緯〈

〉２
２
３
０
）

７１

ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
希
望
カ

ー
ド
を
配
布

ジ
井
ス
タ
ン
プ
ウ
オ
ー
ク
ラ
リ

ー
桜

（（
上上
））シ
ー
ル

シ
ー
ル
とと（（
下
）ケ
下
）ケ
ー
ス
入

ー
ス
入
りり

■問
▼
区
画
整
理
課

（
緯〈

〉２
２
４
６
）

７１

●
と
き

月

日
掌

受
け
付

１１

１７

け
糸
午
前
９
時
～
９
時

分
３０

●
と
こ
ろ

集
合
糸
Ｊ
Ａ
あ
い
ち

中
央
桜
井
支
店（
桜
井
町
）
健
脚

コ
ー
ス
糸
城
山
公
園
、
本

し
ろ
や
ま

ほ
ん

城
公
園
、

じ
ょ
う

蓮
泉
寺
、

れ
ん
せ
ん
じ

松し
ょ
う

韻
寺
、

い
ん
じ

本ほ
ん

證し
ょ
う

寺
な
ど

じ

を
め
ぐ
る
約

灼

フ
ァ
ミ
リ
ー

６．７

コ
ー
ス
糸
城
山
公
園
、
本
城
公
園
、

蓮
泉
寺
な
ど
を
め
ぐ
る
約

灼
４．５

●
持
ち
物

リ
ュ
ッ
ク
サ
ッ
ク
・

水
筒
・
歩
き
や
す
い
服
装

●
そ
の
他

ゴ
ー
ル
の
名
鉄
桜
井

駅
前
広
場
で
は
軽
ト
ラ
ッ
ク
市
を

開
催
。
農
産
物
・
加
工
品
・
商
工

業
品
を
販
売
し
ま
す

桜井地区の寺や公園などをめぐりま桜井地区の寺や公園などをめぐりますす
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浦
東
部
広
域
連
合
か
ら
の
お

知
ら
せ

衣
■

月
９
日
松
は

番
の
日

１１

１１９

通
報
時
に
は
、
落
ち
着
い
て
住

所（
近
く
の
目
印
・
建
物
の
階
数
）、

通
報
者
の
氏
名
・
電
話
番
号
と
次

の
点
を
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

●
救
急

傷
病
者
の
意
識
・
呼
吸

の
有
無
、
年
齢
、
性
別
、
持
病
、

か
か
り
つ
け
医

●
火
災

燃
え
て
い
る
も
の
、
逃

げ
遅
れ
や
け
が
人
の
有
無

■
救
急
車
以
外
の
緊
急
医
療
体
制

●
救
急
医
療
情
報
セ
ン
タ
ー

２４

時
間
体
制
で
、
症
状
に
応
じ
た
最

寄
り
の
医
療
機
関
を
紹
介

電
話

番
号
止
緯〈

〉１
１
３
３

３６

●
あ
い
ち
医
療
情
報
ネ
ッ
ト

Ｕ

Ｒ
Ｌ
止http://w

w
w
.qq.pref.

aichi.jp/

●
小
児
救
急
電
話
相
談

毎
日
午

後
７
時
～

時
に
、
看
護
師
ま
た

１１

は
小
児
科
医
が
対
応
し
ま
す

電

話
番
号
止
緯
＃
８
０
０
０
ま
た
は

緯

〈

〉９
９
０
０

０５２
９６２

■

月
９
日
松
～

日
晶
は
秋
季

１１

１５

火
災
予
防
運
動

秋
か
ら
冬
は
、
火
災
が
発
生
し

や
す
い
季
節
。
次
の
こ
と
を
心
が

け
、
火
災
予
防
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

ス
ロ
ー
ガ
ン
止
消
す
ま
で
は

心

の
警
報

Ｏ
Ｎ
の
ま
ま

※
期
間
中
、
午
後
９
時
に

秒
間

３０

サ
イ
レ
ン
が
鳴
り
ま
す
。

●
７
つ
の
住
宅
防
火
ポ
イ
ン
ト

３
つ
の
習
慣
止
寝
た
ば
こ
は
や
め

る
・
ス
ト
ー
ブ
は
燃
え
や
す
い
も

の
か
ら
離
し
て
使
用
・
ガ
ス
コ
ン

ロ
な
ど
か
ら
離
れ
る
際
は
火
を
消

す

４
つ
の
対
策
止
住
宅
用
火
災

警
報
器
の
設
置
・
防
炎
製
品
の
使

用
・
住
宅
用
消
火
器
な
ど
の
設
置・

隣
近
所
と
の
協
力
体
制
を
つ
く
る

■
防
火
ポ
ス
タ
ー
入
賞
作
品
決
定

入
賞
作
品
は
、
衣
浦
東
部
広
域

連
合
庁
舎（
刈
谷
市
小
垣
江
町
）に

展
示
し
ま
す
。

〈
本
市
関
係
者
分
・
敬
称
略
〉

入
選
糸
小
林
聖せ

い

華（
安
城
北
部
小

か

６
年
）、田
中
壱
弥（
桜
町
小
５
年
）、

い
ち
や

鈴
木
来
彩（
里
町
小
４
年
）、杉
浦

な
あ
や

小
雪（
錦
町
小
３
年
）、田
中

こ
ゆ
き

愛
紀

あ
い
き

（
桜
町
小
２
年
）

●
展
示
期
間

月
１
日
～

日

１１

１７

掌
午
前
９
時
～
午
後
５
時

■問
▼
衣
浦
東
部
広
域
連
合

消
防
局

（
緯〈

〉０
１
３
６
）

６３

南吉とわたし12

両
口
屋
菓
匠（
り
ょ
う
ぐ
ち
や
か
し
ょ
う
）

清
水
正
幸
さ
ん

ま
さ
ゆ
き

県
立
安
城
高
等
学
校
3
年

玉
城
佑
茉
さ
ん

ゆ

し
ろ

た
ま

ま

石
原
真
衣
さ
ん

ま

い

石原さん

玉城さん

清水さん

県
立
安
城
高
等
学
校
生
活
文

化
科
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
グ

ル
ー
プ「
ハ
ッ
ピ
ー
キ
ッ
チ
ン
」。

地
産
地
消
を
テ
ー
マ
に
食
育
講

座
の
開
催
な
ど
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
こ
の
夏
、
両
口
屋
菓

匠
さ
ん
と
ハ
ッ
ピ
ー
キ
ッ
チ
ン

が
共
同
で「
南
吉
か
す
て
ら
」を

作
り
ま
し
た
。

◆
チ
ン
ゲ
ン
菜
か
す
て
ら
？

玉
城
：
今
年
が
南
吉
生
誕
百
年

で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
南
吉

先
生
が
甘
党
で
あ
っ
た
こ
と

か
ら
、
皆
で
ア
イ
デ
ア
を
出

し
合
い
、

南
吉
か
す

て
ら
の
試

作
品
を
作

り
ま
し
た
。

商
品
化
に

向
け
て
、
老
舗
菓
子
店
の
両

口
屋
菓
匠
さ
ん
に
力
を
貸
し

て
も
ら
え
な
い
か
お
願
い
し

た
と
こ
ろ
、
快
く
引
き
受
け

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

石
原
：
こ
だ
わ
り
は
、
安
城
特

産
の
チ
ン
ゲ
ン
菜
を
生
地
に

練
り
込
ん
だ
こ
と
。
最
初
は

水
分
が
多
い
野
菜
は
不
向
き

と
言
わ
れ
た
ん
で
す
。
で
も

あ
き
ら
め
ず
、
オ
ー
ブ
ン
で

葉
を
乾
燥
さ
せ
、
す
り
鉢
で

粉
末
に
し
て
生
地
に
混
ぜ
ま

し
た
。
み
ん
な
で
何
度
も
試

作
し
た
ん
で
す
よ
。

清
水
：
玉
城
さ
ん
た
ち
の
発
想

と
熱
意
に
は
驚
か
さ
れ
ま
し

た
ね
。
想
像
以
上
に
チ
ン
ゲ

ン
菜
の
生
地
の
風
味
が
良
く

仕
上
が
り
ま
し
た
ね
。
臭
み

も
全
く
あ
り
ま
せ
ん
。

◆
安
城
の
Ｐ
Ｒ
に

清
水
：
そ
の
後
、
地

元
農
家
や
粉
末
加

工
業
者
と
の
契
約
、

無
添
加
で
日
持
ち

の
す
る
製
造
工
程

の
組
み
立
て
な
ど
を
進
め
、

商
品
化
が
実
現
し
ま
し
た
。

お
客
様
か
ら
は
好
評
を
い

た
だ
い
て
い
ま
す
よ
。
生
誕

百
年
の
年
に
、
ハ
ッ
ピ
ー
キ

ッ
チ
ン
の
皆
さ
ん
と
良
い
取

り
組
み
が
で
き
ま
し
た
。

玉
城
：
こ
の
南
吉
か
す
て
ら
が
、

安
城
の
お
菓
子
と
し
て
皆
さ

ん
に
ず
っ
と
愛
さ
れ
て
い
く

と
嬉
し
い
で
す
。
そ
し
て
市

外
か
ら
来
た
方
の
お
土
産
に

な
れ
ば
い
い
な
と
思
い
ま
す
。

石
原
：
南
吉
か
す
て
ら
を
通
し

て
、
南
吉
先
生
が
こ
の
ま
ち

に
い
た
こ
と
や
、
チ
ン
ゲ
ン

菜
が
た
く
さ
ん
と
れ
る
こ
と

な
ど
、
安
城
の
良
さ
を
多
く

の
人
に
知
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

南吉かすてら


